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　三才児検診を行なうことによつて日本の幼児の健康保

持、問題の早期発見に効果をあげているが、この場合に

身体発育や歯牙の発育などについて検査されるが、羅神

発達にっいて検診されることはあまりなかったoそれは

そのことの必要性が少ないためというよりも適切な方法

が見当らないのが主な原因であったと思50三才児とも

なれば親たちの育児の配慮も健康や栄養の点から、しつ

けや教育の方面に移っているし、また鞘神薄弱児、憶緒

障害児に対しても早期に発見し適切な指導や治療を行な

うことが必要な時期であるQ

　この精神発達や情緒障害、あるいは自律的態度のしっ

け等に関しては従来乳幼児精神発達検査その他によって

検査することができたが、このためには熟練した検査者

とかなり長い検査時間を必要としている。ところが今日

の三才児検診は保健所を中心として行なわれ、保健婦た

ちの協力によつて行なわれている。けれどもこの人たち

的

は精神検査に慣れない。児童相談所などの協力を得て精

神方面の検診を行なつているところもあるが、全国的に

実施するには心理学者の判定員を動貝することも困難で

あろう。従つて現場の保健婦たちで充分に利用できる検

査が作られることが望ましい。またこの検査のために長

い時間かけることも実用的でない。せいぜい5分か10

分の短時間のうちに検査する必要がある。

　もとよりこのような簡単な検査で確定的な診断を下す

ことは誤まつているo問題のあると思われる子どもにっ

いては当然専門家をわずらわして粕密検診を行なう必要

があるQしかしこの精密検診を受ける必要があるか否か

を選分ける程度の検査ならばこのような簡単な方法でも

可能なのではなかろうか。このよ5な精神発達に関した一

スクリーニソグテストを作製するのがこの研究の目的で

ある。

豆　方 法

1．

　このスクリーニソグ・テスト作成にあたって知的発達

と社会的生活能力および情緒障害の三方面から調べるこ

ととした。しかしてこの研究は林脩三氏（大阪市児童相

談所長）、菅野重道氏（国立精神衛生研究所精神薄弱部

長）、篠原溶彦氏（岡山県中央児童相談所長）と牛島、津

守の研究で行なうことになつているので、精神発達に関

しては大阪地区について林氏が研究し、社会的能力に関．

しては東京、松戸、沼津地区で菅野氏が研究し、情緒障

害に関しては岡山地区で篠原氏が研究分担することとし

た。この三人の研究者の研究目的はそれぞれの領域に関

した適切な検査項目を選びだすことである。即ち項目分

析を行って有効な小項目を選びだしてもらうことであ

る。次にこれらの項目の中から一つの検査にまとめあげ

て全国に適用できる規準を作りだすのが牛島たちの日本

総合愛育研究所における研究分担である。

　昭和39年の10月までに前三者の仕事を完了し、そ

れに引き続いて年度内に検査を完成するのが当初の予定

であつた。

　前三者の研究に関してはそれぞれ別個の研究報告があ

るので省略するが、その研究結果から選び出された項目

についてのみ触れておくo

ω

　林氏は津守氏の乳幼児精神発達診断法を三才一か月児

196名にっいて検査を行なったoこの検査の中には運動機

能や知的発達の他に社会的能力についての項目も含まれ

ているが、そこで発育の進んだものと遅れたものの二群

について弁別力の高い項目としては次のようなものが選

びだされているQ

　ω三輪車にのつてこぐ

　②鋏を使つて紙、布を切る
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131積木でトソネル、門の形をっくる
㈲鉛筆、クレヨソで丸をかく（一つの丸であること）
⑤一度期待をもたせてしまうとだましがきかない（外
　へいくといつて連れていかないと泣く）
⑥年下の子どもの世話をやきたがる（だつこしようと
　したり、たべさせようとする）

171ふざけて母をへやから出さないように戸をおさえて
　しまう

⑧友だちとけんかをするといいっけにくる
⑨電話ごっこでふたりで交互に会話ができる
側飲みこまないでブクブクができる
（11）衣服の蔚脱をひとりでしたがる

（L2）はしを使ってじようずに食事をする

（13）夜中におしっこにいきたくなると母をよぶ

（④どんなに夢中になって遊んでいてもおもらしはしな
　㌧・

（③自分でパソツを取って用をたす
⑯ひもの結び目をほどいて着物などをぬぐ（物を出す）
（重7）赤、青などの色の名前がわかり、その正しい色をさす

（1匂名前をきくと姓と名とい5
（19）自分の名前をいれて話をする

2①一つもつてきてさらに「モウーツ」をちようだいと
　いう

（21

　菅野氏の調査では社会的能力の他に成育条件などを

2884名の三才児につき保健所を通して検査されたが、そ

れぞれの項目についての合格率が示された。その時の問

題は次のよ5であるQ

　lll簡単なじやまものを克服する

　121食物をっかむ
　〔3）ひとりでコツプからのむ
　｛4〕スブーソをつかう

　⑥キヤソデーやキヤラメルのつつみ紙をはがす

　⑥ソツクスを引張つて脱ぐ
　17｝排便を知らせる

　⑧よく知つている物ならいわれればとって来たり、も
　　つていつたりする
　⑨ペソ、クレヨソで何か薪く
　⑬助け’なしで部屋の中を歩き廼る
　（1i）家の中や庭を歩き廻る

　㈹よく知つているものをいうのにその名前を言う
　⑬人みしりをする
　⑬短い文章を話す
　（1⇒他の引共と遊ぶ

　⑯あぶない物に気をっける
　（切おはしが使える

　⑬コート、上着をひとりで脱ぐ
　⑬夜のおむつを使わない
　卑①ひとりで手をふく

　⑫ゆハサミで紙を切る

　㈲階段を昇り降りできる
　㈱経験、出来ごとを言舌す

　㈱大人に対し、時として拒否や抵抗を試みる
　㈲他の子供と仲よく遊べる
　㈲ひるねをしない
　㈲食瑛を大体こぼさないでできる
　㈲コート、上着をひとりで着る
　㈲コート、上着のボタンをひとりでかける
　伽）ひとりで鼻をかむ

　㈱ひとりで手を洗う
　㈱家の中の簡単な仕事のお手伝いができる

　㈱足を交互にだして階段をおりる
　㈲同年輩の子供に対し笑いかける
　㈲自己の所有物を固執する
　㈹人の前で歌をうたつたり、おゆうぎができる
　¢η簡単なひもの結ぴが解ける

　㈱食事を附添いなしでできる
　㈲ひとりで顔を洗う
　㈹ひとりで便所へいき、用がたせる
　㈹ひとりで歯をみがく
　（婚結ぶこと以外はひとりで叢勧又砕よ洋月艮カミきられ，る

　㈹鉛筆、クレヨンで描画する（醤いたものが形になつ
　　ていなくてはならない）
　㈹附添なしで近所を歩き廻る
　（紛大人に対し時として反抗的になる

　㈹金切声をたてて泣いたり甘つたれたりすることが少
　　なくなつた
　㈹仕事やゲームで他の子供と競争してやるのを喜ぶ

（31

　篠原氏は岡山地区において情緒の発達を中心としてさ

らに精神発達や社会的能力などについても4653名に検査

を行ない、正常児と問題児にっいて弁別力の高い項目を

選定された。その中で帝緒や習癖に1鍋した項目は次のも

のである。

　ω何かいうとすぐに誰かにくっつきたがりますか
　〔211罰食をしますカ、

　③たべものに好き娠いが多いですか
　㈲しつけはどのよ5にしていますか
　⑤弱虫ですか
　⑥衣服かじりのくせがありますか
　1の性器いじりのくせがありますカ・

　（81夜泣きしますか

　191どもりますか
　㈹動物をこわがりますか
　（11液尿のくせがありますか

〔41

　以上の基礎研究によつて多くの検査項目が選びだされ

たが、これらの聞には重複しているもの、あるいは類似

の項目も少なくない。従つてこれを整理して一応本検査

の原案をこしらえることとしたoこの場合に』検査の柱と

して、運動、操作、理解、社会、自律、情緒の六っをた

てた。このうちはじめの運動、操作、理解は知的発達に

関係したものであり、社会と自律は社会的生活能力に関

し、最後の†育緒は情緒障害に二関した項目である○なお情

緒は不適応行動が列記してあるのでそれのないもの（い

いえ）の方で得点をだすこととした。即ち情緒の健全性

を表わす点数とした。なお検査項目の他に育児条件など

についても簡単に調べることとしたo

　運　動

　ω階段を這つて昇る
　〔21手すりや片手に支えられて昇り降りする

　③ひとりで一段ごとに両足をそろえ昇り降りする
　㈲足を交互に出して階段を降りる

　操　作

　人の顔を描く時
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ω何か描くが形にはならない
（21円い形になっている

（31目、口を描く

㈲眉、毛髪を描く

理　解

ほ1数をとぴまさなし・で3っまで言5

②数をとばさないで5つまで言5
③数をとばさないで10まで言う
（41数をとばさないで13まで言5
151二語文以上を旨う

⑧赤、膏の名がわかり正しい色を指す
（71名前をきかれて名前を言う

⑧名前をきかれて姓を言う
⑨僕、私などを使つて詣す

社　会

11）友だちと手がつなげるようになる
121友だちの名前が言える

⑧友だちとけんかをすると言いっけにくる
㈲電話ごっこで二人で交互に会話ができる
⑤人の前で歌を歌つたりお遊戯ができる

自　律

（着衣）

ω靴をひとりでぬぐ
121上衣をひとりでぬぐ
（31上衣をひとりで着る

㈲簡単なひも結びがほどける

（排泄）

⑤大便をまちがえなく教える
｛61おしっこの前に教える
171夜のおむつが不用になる
⑧パソツをとって用をたす

（清潔）

（9｝ひとりで手を洗う

㈹ひとりで顔を洗5

るかなどの妥当性の検討を加えることとした。このため

に愛育研究所を中心として2～4才児の母親（160名）

についての検査とか、精神薄弱児の幼児グループ（21

名）について検査を行なった。また母親の評定と教飾の

評定との一致度をみるために32名について教師に評定

してもらった。

2

情　緒

〔11何か言うとすぐ誰かにくっつきたがりますか
（21間食を像しがり、ごはんを余りたべないですか
（31たべものに好き娠いが多くて困りますか

㈲弱虫ですか
（5レどもりますカ、

（61犬などをこわがりますか

17依服をかじるくせがありますか
〔81性器いじりのくせがありますか

19液泣きのくせがありますか
⑳夜尿のくせがありますか

　これらの作業を12月から1月にかけて行なつた・次

に本検査として若干の修正を加えたものを弔いて保健所

の三才児検診の現場において施行した。この場合には原

則として母親に記入してもらい、それを受販る時に簡単

な問診によって記入の正確度をたしかめることとした。

もっとも特殊な農村などにおいては親に記入してもらう

ことが園難で謁査者自らが質問して記入したものも少な

くない。この検査の規準設定のためには地域性を考慮し

て都市化の程度の異つたものを拾いだすこととしたpそ

の結果次のような地区ユ，356名について検査した。

第1表 都鄙別　人数

東

京

中

小

都

市

町

村

地　　区

東　　京

渋　　谷

宮　　古

新　　津

小千谷
狭　　山

横　　浜

葛　　巻

小　　出

狭　　山

加　　茂

日　　出

合　　計

人数1 所 在 地

　1
重6α2．3才幼児グルーブ他
　！
夏30 東寒都渋谷区

38陰手県宮古市

27重新潟県新津市

54新潟県小千谷市
243！糖撒師入間lll他
　『

691神奈川県横浜市神奈川区

41岩手県岩手郡葛巻町

τ1新潟県北魚沼郡小出町他

103埼玉県狭山市水富・奥宙他

94岐皐県加茂郡七宗村

82大分県速見郡日出町

　　F1，356
　　』

　この原案から本検査の規準設定までにさらに二段階の

手続をとることとした。即ち第一段階を予備検査とし、

ここではこの原案の項目をさらに再検討し、都市や農村

の現場において充分使用しうるか否かを調べたoまたス

クリー昌ソグテストは、できれば母親たち自身で評定し

て記入してもらうと一層便利であるので母親でも大きな

誤差なしに検査がでぎるかなどの信頼性に関した検討を

加えた。またこのように簡単な検査であつても一応は総

合検査であるので各領域の内部相関を調べたり、また間

題児、特に精神薄弱児などの選分けにどれだけ有効であ

　この場合東京の渋谷は毎月第四水旺日に地区の三才児

になつたぱかりの子どもについて検査することになって

おり、大体年令は三才一か月が主である。この中には住

宅地も商店街も含まれ、工場勤務者などはいないが雑多

な職域の家庭であつて、今日としては東京の下町的要素

を呈している面もあるといえよ5。

　横浜市神奈川保健所は横浜市内ではあるが以前は農村

なども多い勤労都市的性格で東京や横浜に通勤するサラ

リーマソ、工場勤労者などが含まれるので小都市の中に

入れた。
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　狭肉市は埼玉県の新都市であって所沢保健所管内の場

所である。この中には純農村というべき地域も多数含ま

れているのでそれを区別して狭山市の中でも小都市的性

格をもっているものと農村的なものを分けて集計した。

小都市的性格の地区ではサラリーマソ、商業農業などが

含まれている。

　小千谷市は新潟県の伝統の古い町で商業か家内工業の

職業に従事する親たちが多かった。

　新津市は商業、交通関係の職業に従事するものが比較

的多い新潟県の小都市である。

　宮古市は三陸沿岸の古い港町であり漁業、商業の親た

ちが多数を占めていたo

　町村として分類したものでは葛巻は岩手県岩手郡にあ

り、盛岡からパスだけでっながつているoここは農村で

はあるが以前は炭やきなどをやっていたのが最近はそれ

をやめて父親は他に出かせぎに行っているよ5な土地柄

で、電灯のついていないところもある程度の文化的刺戟

の非常に少ないところで、ここでは親に記入してもらう

ことがほとんど不可能であって、こちらから出向いた調

査者が自ら間診して記入しなければならなかつた。その

印象としても文化の程度は最も低く、子どもにはまだ絵

をかかせたこともないというような状態であつた。おそ

らく全国的な農村の水準からみても最も低いものに属す

るのではなかろうかo

　小出は新潟県北魚沼郡小出町その他で上越線に沿つた

農村である。小千谷保健所の保健婦に調査してもらつ

たo

　狭山は前述の狭山市の中でも農村的なものとして奥

富、水富地区で行ない、濃業が主体となっているが東京

に近いためにかなり交化の程度は高いといえようoここ

では保健婦やこちらからの調査員が直接問診して行なつ

たo

　加茂は岐阜県加茂郡七宗村で農業がほとんどであり、

加茂保健所の保健婦に調査してもらつた。

　日出は大分県速見郡日出町でやはり農業に従卒するも

のが多いQ日出保健所の保健婦に調査してもらつた。

皿　結 果

1．予　備　検　査

　ここでは項目の検討と検査の儒頼性、妥当性などを調

べた。

（1｝項目の検討

　前述の原案は各項目にっいて簡単な記述があるだけな

ので別に簡単な手引書を用意した。しかし親に評定して

もらう場合には検査用紙だけで記入するので問題に疑義

を生ずるよう なものもあるかもしれない。東京で調ぺた

場合にはこの間題で、ほとんど疑問になるようなことは

なく、ただ理解の㈲「二語交以上をいう」ことに多少理

解困難の点があるので、後では注釈を（　）に入れ（ワ

ソワソ。キタ）などの表現の説明を加えたoまた情緒の

1封「何力、いうとすぐに乱整かにくつっぎたヵミリますカ、」と

いうのは「人に何か言われるとすぐ家の人にくつついた

り、たよろうとしますか」に改めたQ

　しかしさらに農村などで検査をしているうちに、これ

らの項目では地域に即しないというような意見も出てき

たので、かなり大巾の改訂を加えることとなったQ先ず

運動機能に関しては原案は主として階段の昇り降りでた

ずね、　この階段というのも駅の階段とカ、お宮の石段など

を考えて評定するようにしていた。ところが階段が全然

ないというところや、階段といえば納屋に昇る急な階段

だけで子どもには昇らせないとい5意見も出てきたの

で、これに代る代替問題を用意することとした。

即ち次のような〔代替問題〕である。

・階段をはってのぼる

・かなりよく走れる

・いすやおぜんからとびおりる

・片足でとべる

　なお合格率は第2表のようになる。121「階段を手すり

や片手に支えられて昇り降りする」と（31「ひとりで一段

毎に足を揃え昇り降りする」は代替問題の「かなりよく

走れる」と「いすやおぜんからとびおりる」の合格率と

ほとんど同じで、㈲の「ひとりで足を交互に出して降り

る」は代替間題の「片足でとぺる」よりは少し難しいが

同じ位の合格率であるので代替検査としてさしっかえな

いと考えた。この場合の採点は最初の元検査を主として

採点し・もしこれが利用できない場合は代替検査で採点

することとする。

　次に操作に関係してもまだ全然絵をかいたことのない

という子どもの場合には水あそびや砂あそび等で代替検

査を作製した。その合格率は第3表のようで11）「何かか

くが形にならない」、（2｝「円い形になっている」、③「

目、口をかく」に対して代替検査の「水あそぴでコツプ
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第2表 運動代替間題合格率

質間項目

地域
男　女

ハー ソト

（11階段を這って昇る

〔・淫真1麟義支えられ

〔残端繭鞭こ足を揃

（礁講足を姫咄し

代

替

問

題

カ・なりよく走れる

いすやおぜんからとび
おりる

片足でとべる

渋 谷 区

男N＝33　女Ni21
実数’ 　　実数i％

計N＝54

実数i％

狭 山 市

32i9τ、021i100，0

32i97．0

27i81，8

21i100，Q

夏9i905

男N＝40　女N；49

実数i％　　実数，％

53i98，2
53…9亀21

46…85．31

…　139 97

3g 970

28i95．0

4gi100．0

4gi【OD．0

38　ττ．5

計N＝89

実魏％

17i51，5 9i42．8　26i48．1

88i98．9

i　l31
93’9

32二97．O
i　l

15
45・4

88i98．9

66i74．2

2gi59．2　48i53．9
　　　E

17
80・9

19i90・5

10i4τ・6

48i88．81

…l
llill：ll

i　I

36i

37i

30i

1：韓1：：嬬：：：

75］38…7乳568…τ臥4

　　1　1

第3衷 操作代替問題合格率
地域 渋 谷 区 狭 山 市

～男　女

男N＝33　女N＝2亘 計Ni54 男N＝40 女N＝49　計N＝89

質脚　パーセ劉実数i％ 蹴i％ 実数i％ 実数1％ 実釦％鋤i％
○人の顔をかく時

（1）何かかくが形にならない

（2｝円い形になっている

侶｝目、口をかく

㈲眉、毛髪をかく

33

26

I4

gi

重。軌。1

τ8．81

42．41

27．31

2旦 100・0

19i90，5

重5 τ見・4

11i52．3

54i童00・0

45i83．3

29153・7

20 3τ・O

33 82544 89・877 ％5

27
67・538 7τ565 73・0

19

4753且 63・350156・2

gi22，5　16…32・6　25i28・1

代

替

問

題

キヤラメルの紙がむけ
る

水あそびでコツプから
コツプに水が移せる

砂や泥でお団子を作っ
てあそべる

糊を使って紙をはりっ
けることヵミできる

32i97．0

33i100．0

2重i63・6

18i54．5

21i1。。．。

53i98．2

19　　90．5　　　52i　96．3

15i71．4　36i66．6

14i66．6　32i59．2

40
100臼O

47
9氏9

40 100’O
47

％甲9

36i90・0145i91・8

27i6τ。5　3τi755

8τi

87

81i

64i

97。7

97．7

9重．0

71．9

からコツプに水が移せる」、　「砂や泥でお団子を作って

あそべる」、　「糊を使つて紙をはりっけることができる

」の問題をいれかえることとし・最後の㈲「眉・毛髪を

かく」問題はかなり困難で従つて高級な間題であるので

最後の間題として位置づけることとした。

〔代替問題〕

　・水あそびでコツプからコツプヘ水をうつすことが
　　できる

　。砂や泥でお団子を作つてあそべる

　・糊を使つて紙をはりつけることができる

。人の顔を描く時眉、毛髪を描く

〔2）信頼性
　次に本検査は母親自身に判断してもらうこともある

し、また保健婦やその他の第三者の人が判断する場合も

あるo従って母親と第三者の間の一致度を開らかにして

いくことが大切なことと思う。このために東京の某団地

における幼児グループ（3、4才）について母親の評価

と受持の先生の評価との一致度を調べてみた。先ず項目
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第4表
運　　動

母親と教師の一致度

検 査 間 題
撰

　一致度

1）　階段をはってのぼる

2）　手すりや片手に支えられて昇り降り
　　する

3）　ひとりで一段ごとに両足をそろえ昇
　　り降りする

4）　ひとりで足を交互に出して階段を降
　　りる

平 均

『

　　％100，0

100．0

100．0

96．9

99．2

操　　作

検 査 問 題

1）

2）

3）

4）

何か描くが形にならない

円い形になっている

目、口を描く

眉、毛髪を描く

平 均

一致度

100．0

87．5

90．6

78．1

％

89．O

理　　解

検 査 問 題

1）　数をとばさないで3っまで言える

2）　数をとセまさないで5っまで言える

3）　数をとぱさないで10まで言える

4）　数をとばさないで13まで雷える
5）

6）

．7）

8）

・9）

二語文以上をいう

赤、青の名がわかり正しい色をさす

名前をきかれて名前だけは言える

名前をきかれて姓名が言える

僕、私などを使つて話す

平 均

一致度1

　　％1
90．6

96，9

96．9

75，0

96．9

93，7

96．9

84．4

65．6

88．5

社　　会

検 査 問 題

1）友だちと手がっなげるようになる

2）友だちの名前がいえる
3）

4）

5）

友だちとけんかをするといいっけに
くる

電話ごつこで二人で交互に会話がで
きる

人の前で歌を歌ったり、おゆうぎが
できる

平 均

一致度

93．7％

96。9

59，3

84．4

75，0

81，9

別に両者の一致度をみるに運動にっいてはほとんど100

パーセソトの一致がみられる。操作、理解、社会にっい

ては平均81～89パーセソトの一致度であって、やさ

しい問題については一致度が高いが難しい問題になるほ

ど一致度が少なくなつている。即ちこのような評定にお

いては容易な問題にっいては非常に高い一致度が欝られ

るが、困難な問題になつてくると多少不一致になり、従

つて信頼度が低くなるといえるo

⑧　妥　当　性

　この検査は三才児のためのものではあるが、二才児相

応のもの、また四才児の年令に応じた問題も含まれてい

る。従つてこれを年令の異つた子どもに課すれば、ある

程度の発達曲線がみられるはずであろう。それで三才前

半、三才後半、四才の年令集団に分けて採点してみた。領

域別の平均点を一抵表示すれば第5表のようになるσ運

動領域に関しては男女合計では3．51、3．73、3．93、とい

う程度で若干の増加を示している。他の領域でもほぽ同

じ程度である（問題数が違うので直接比較することは困

難）。総合点にっいては30．16、34，62、38，10、となり三

才前半と四才とでは8点の増加で三才児の二標準偏差分

くらいの増加を示しているo普通このような検査の場合

に年間増加量が二標準偏差分も示すことはほとんどない

ので、かなり発達診断検査としてよくできたものといっ

てよかろう。

　なお以上は平均点の比較であるが得点別の分布頻数を

示すと第6衷のようになり・三才前半では高点者がほと

んど同じような程度に正常曲線的に近い分布を示してい

る〇三才後半群にっいても同様なことがいえようoただ

四才児群になると高得点の人が頭打ちとなつて正常な分

布を示していない。故に三才児の段階においては正常分

布をした発達検査として利用することができよう。即ち

発達の遅れたものを選分けるだけでなく発達の進んだ優

秀児を選分けることも可能である。

141精薄グループとの比較

　粒薄児としては四才～七才の21名の幼児についてこ

の検査で採点してみた。この集団は年令が三才以上の商

年者であるのでその点を考慮にいれて、その結果を眺め

いたQ運動機能に関しては平均が3，05点で三才前単より

もなお0．5だけ低いQさらに操作になると1．57で三才前

半よりもカ・なり低く、理解となると1，52で三才前半の5．

86に比べて甚しく劣つている。社会、自律はそれほどでも

ないが、やはり劣つている。しかし情緒の障害の点では

それほど悪くなく正常児の四才児と同じくらいの点数と

なつているo総合点でいうと24．04であって三才前半より

もなお6点も低いo故にこの検査は籾薄児のような子が
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第5表 領域別平均点「＝－～＿

＼　
一

、～
　＼　　　 ＼＿鎚 3才前半 3才後半

領域 男女

運　動

N
M

S．D．

州女1計剃女1計f

4 才1糖児グルヴ

操　作

N
M

S．D．

理　解

N
M

s，D，

社　会

N
M

s，D．

自　律

N
M

S．D．

情　緒

N
M

s．D．

総合点

’N

皿

s．D．

馴列詞剃列計
蔀lil：illl：iill：iヨ灘：l！l：liil：iill：？lil：liil：ll

1 1 重4t 21

43137：80134146！80112！且τi2gi14 　τi21
1：ll旨：llil：1揺ll：ll齢雛lil：lli麟：離

431　3τ
5．5816．重9

　E
更・69i1・8卸

5．翻臥lll7．髪i乳lll7，lli敬lli7．lli、．lll、．51、．劣

1．6・1重。4611．5611．54！1，611・．8・い．241重。郵，6811、82

1、i墾、li卜：鶴、iiil：ll、i振，liil、貌，iiil，難、動、il

眠鐘17．lli乳鍛7，lll載lli乳ll

　　　　　　　　　　I

！

1．64い．8511．76！1．72i1．4711．68旦．48！・，97

　と1重1

9。00

13

9．23

ヨ

　1　　　124
　亘4　　τ

9．重315．亘414，71

重．2312．2glL48

1、i駈，iill、il 1、iiil，ill，ii、1，llil，l 8訓絃412
　i
1・571L89
22

38・10i

2・45i

2重

5．00

2．07

　1里

8．45

1，72

　11
24．04

4．65

第6衷　　総合点得点分布表

　　占B～15ハ”

16～里8

ig～21

22～24

25・）2τ

28～30

31～33

34～36

37～39

40～

計

3才前半

男女計

3　14
5　　5
12113
9312
4翼OI4
　重313

　33

333164

3才後半

男女計

　1　1

1　　1538
9615
71724
4913

　33
263965

4
　i
才1貌謬

男女計薇合計

　1　重

246
τ3夏0145
101222

1

2
5
重

2

u

カ、なりをまつきりと選分けることカ｛できるとし・えようo

以上は平均点から比較したわけであるが、このスクリ

一ニソグテストは発達指数などで表わすのではなく、あ

る規準以下を要精密検査児として選分けるものであるQ

いま総合点の規準点を三才前半の25点を規準として評

価してみる。即ち25点以上は間題のないもので24点以

下が問題視されるわけであるが、正常児群の中には15。6

％であるのに対して、精薄児群では72，7％になってい

るQなお領域別に比較すると第7表のようになる。

第7表　　　正常児群と精薄児群の比較

領 域

運

操

理

社

自

情

総

　動
　作
　解
　会
　律
　緒
合　点

1正常児群1精薄児群　　N富8α　　　　　　　 N＝2旦
7．6％

更0．6

12，0

13．2

13．1

22，0

15．6

33．4

42．9

90．5

66．7

47．6

18，2・

72．7

％

即ち運動機能については精薄グループはそれほど悪く

はないが、これは年令がすでに四才～七才になつている
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ためであるQしかし理解においては大部分の90．5パーセ

ソトが問題児と して選分けられている。社会、自律にお

いてもかなりのものが問題児群の方に入ってくる。前に

も述べたよ5にこの糖薄児群は年令がはるかに進んでい

るにもかかわらず、これだけ多くのものが問題児として

選分けられるので、かなり有効なスクリーニソグテスト

といつてよかろ50

（5）領域間の相関

　三才児100名にっい七領域間の相互相関をとったが第

8表のよう群こなり領域帽互の相関をまヲド常セこ低く、理解と

操作、社会と自律の聞にいくらか関係がある程度で他は

相関が少なく、それぞれ独立的であるといえる。しかし

総合点との相関では理解、社会、自律、操作はカ・なり高

い関係を示しており、運動と情緒とは総合点との関係も

少し低くなつている。従ってこの検査を構成している各

領域はそれぞれ独立的であるが、全体の精神発達とは関

係の深い項目であり、従つてこれらの諸領域を総合して

判定することの必要さを感ずる。またその中でも情緒は

特に特殊な領域となっている。運動は比較的容易な間題

から構成されているので総合点との関係は低いが、特に

運動機能に欠陥のあるものを見出すためには有効なもの

といえよう。

第8表 領域間相互相関 N＝100

1運動1操作1理咽社会1自律匝∫緒
運 動

操 作 r
PEr ＋8：1器／

理 解 r　　÷0．053
PEr　　　　　O．067

社 会

ナ1：器1∠
r　　　　－　0．0且8　　　→一　〇．重25

PEr　　　　　　O．067　　　　　　0．064 ＋81翻／
自 律 r　　　　　→一　〇．079　　　　→一　〇．030

PEr　　　　　　O．068　　　　　　0．067
＋0．229
　0，06星

情 緒 r　　　　－　0．049　　　→一　〇．0重3

PEr　　　　　　O．068　　　　　　0．067
＋0，174
　0，06τ

＋1：劃／
一8：器1＋8：ll？7『

総合点 r　　　　　→一　〇．327　　　　十　〇．433

PEr　　　　　O．060　　　　　0．055

＋　0．549　　　　→一　〇．539　　　　→卜　0．5重0　　　　→一　〇．260

　0．047　　　　　　0．048　　　　　　0．051　　　　　　0．063

2．本　　検　　査

　予備検査は主として東京地区において行なつたのでそ

れだけで全国規準を設定することは適当でない。それで

初めにも述べたように小都市、町村についても、いくつ

かの場所において施行した。この場合対象児の年令につ

いていえば渋谷地区のように三才一か月児を中心として

行なわれたところもあるし、また一年に一回しか施行さ

れないような場所・従って平均年令が三才五、六か月にな

つているようなところも含まれている。また方法として

も東京や小都市では母親が評価したものが大部分である

が、町村では保健婦や調査員が面接の上評価したものも

多い。このよ5な相違カミあるので直接都鄙縣1の比較をす

ることは正しくないかもしれない。しかし一応東京、小

都市、町村の三つに大別してその平均点を調べてみた。

なお東京では予備調査で調べた三才児をも加算した。従

って年令的にいえば三才一か月児は少数となり、他とほ

ぼ似たような平均年令の三才児といえよう。その結果を

みるに運動機能では東京、小都市、町村の順となり東京

の方が少し成絞がよい。操作では三者ほとんど差がな

く、理解では小都市、阿村、束京の順となり、社会と自律

は鰐村、小都市、東京というように農村の方がかえつて

よい成維となつている。情緒も同様で町村、小都市、東

京の順となる。しかして総合点についてはあま．り差がな

く、むしろ町村、小都市、東京の順になつていた。この

差の有意差を検定すると第10表のようになり危険率1％

以下の有意差を示している・しかしこれは人数が多いた

めに有意差になるのであつて、この差のもつ心理学的意

味からいえぱ三者はあまり菱がなく、少なくも大都市優

越ということは全然ないという程度に解釈すべきであろ

う。　（第1図参照）

即ち普通の知能検査の場合は大都市と農村の閲に一標
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第9裏 都鄙別・男女別　M．S．D，

領域

地域
性

運 動

操 作

理 解

社 会

自 律

情 緒

総　合　点

N
M

S．D．

N
M

s．工）．

N
M

S．D．

N
M

s．D．

N
M

s．D．

N
M

s．1）．

N
M

s．D．
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第10表　　都鄙間の差の検定

東　京二小都市 い旨9，2・

東　 京’町　 村 t＝11．30

小都市；町 村 It－4ユ・
9

8

7

6

5

4

3

2

1

運働オ葉作瑠解私冷臼律惰諮　 輪薇

準偏差分くらいの差で大都市の方が優秀になるものであ

るが、薫才児にっいてはそのような都市優越の傾向は表

われ闇ず、逆に町ホ寸のプ7ヵミー・番優秀となり、従来の結果と

反対の寧実が表われた。なお領域別に考えると都会児が

進んでいると考えられがちな操作、理解の面でも必ずし

も都会が優れず大差ない姿であり、かえつて運動機能の

面で都会児が進んでいたo社会酢能力の面では農村の方

が優れているし、情緒の安定度においても同様であるQ

従つて幼児の育つ環境としては東東必ずしもよくはな

く、町村の方がかえつてよいという結果があらわれた。な

おこの点を調査地区別に分けて詳しく眺めてみよう。

先ず東京は渋谷と、愛育研究所その他に分けた◇前に

も述べたよ5に渋谷の方は三才一か月児で少し若い。し

一167一



日本総合愛育研究所紀要 第1集

かし総合、蝋で比べると1点足らずの違いで大差なく、領

域別にみると渋谷の方は理解で少しく優り、他の領域で

は少しく劣つているQ故に東京内の差は僅少であるとい

えよう。　（第1工表）

　次に’」・都市をみるに小千谷て36．24）、狭山（34，51）

新津（32．79）、宮古（31．83）、横浜（31．50）であつて！』￥

千谷と狭山が少しく点数が高いが他は恋とんど差がない

。領域別にみるに運動は小千谷、横浜、狭山、新津の順

となり宮古はかなり劣つている。操作は小千谷がよくて

新津、宮古、狭山は同点、横浜が少し劣っている。理解

は小千谷がかなりよく狭i．U、新津これに次ぎ、宮古と横

浜カマ感し・Q社会で壱よノ」、千谷、狭山ヵ；よく、横浜、新灘培ま

劣る。自律では小千谷、狭山がよく横浜が下位となる。

情緒では小千谷、宮古がよく、新津、横浜が劣つている，

このように領域別に多少の違いがあるが小千谷、狭山が

よくてかえつて東京に近い横浜市の神奈川区が劣つてい

るのも大都市優位の考えを否定している。　（第珍表）

　町村においては総合点では小出（38，90）が最も優れ、

狭山、加茂、日出は同じくらいである。なお葛巻はひど

く劣っているけれども、これは前にも述べた特に辺鄙な

由村であつたことと．運動、操作では階段の間題も人物

画をかくことも悪く、しかも代替間題はまだ罵意されて

いなかつたのでこのような結果になったと考えられる。

そこで先ほどの町村の合計点の場合にはこの地区だけは

省いて集計した。鎮域別にみるに運動機能では葛巻を除

いて考えれば大差がない。操作では小出が特に優れてい

た。理解では狭山、小出、加茂、日出、葛巻の順となつ

ている。社会では狭山、加茂、日出がよく、小出、葛巻

がそれに次ぐo自律では小出がよくて狭山、加茂、日出

は同数くらい、葛巻は下位である。情緒では小出、狭

山、加茂、日出、葛巻の順となつているo即ち小出は総

合点においては最も高かったがそれは操作と情緒におい

て特に優れていた。町村の地区別の結果からは蔦巻を除

いて考えれば大差があるわけではなく、しかも揃って東

第11表 地　区　別・男　女　別　　M．　S．D．　（東京）

地域 渋 谷 幼児グループ他

錬域
性 男 女 計 男 女 計

運 動

N
M

s．D．

　ヒ78！

3．36
　1
0・751

　52

3．33

0，73

BO
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　7τ
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0．τ1

　81

3．65
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．里0

　52
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160

．翼4
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．65

．4τ

　52
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．35
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．88

．45

　τ6
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．69
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．76

．76
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．43

．76
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s．D．

　τ8

．62

12

　52
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．03
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．03
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．5旦

　τ2

．72

．46

132

．66

．48

総　合　点

　N

S．D．

　6皇
0．24

．31

　43
3．48

．旦5

　里04

風．58

．27

　59
9．86

．55

　70
4．55

．71

　129
2．41

．72

操

理

社

、自

作

解

会

律

N
M

s．D，

N
M

s．D．

N
M

s．D．

N
M

s．1）．

　78

2．32

1．里0

　78

6，65
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　52
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第12表

三才児の締神発達にかかわるスクリー昌γグテスト及び精密検診の標準化に関する研究

地　区　別・男　女　別　　M．　S．工）．　（小都布）

地引
　　産一

宮古市

嘆丁耶r國女囹
L塑津市 小千谷市　狭山市 横浜市
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1列計‘
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　N

M
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灘繍1雛i繍1：羅、織1繍，i報、i報、ll
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社
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会　　M
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灘：iillii麟il鷲：難蓼蜜i
f 261 38112411472711

自
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一i

情
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緒　　M
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謬1・ii旨、1騰lli撫，i軸，ill，ii霧醗薪、熱，iilllil｝

　　　　　　　N
総　合　点　　M

S．繰：i繊ii繊ll灘，i輪、麟1欝1、難，i輪、ii！き

京地区よりもよい成絞を示している。　（第13表）

　以上の結果は従来の予想をくっがえすもので大変興味

深い。三才児までの乳幼児にっいては東京は決して好ま

しい条件ではないともいえるし、また日本の乳児たちは

その人生の当初にあたつては何らの地域的ハソデイキヤ

ツプなしに育つているといつてもよかろう。学童期以後

になると前述のように著しい都鄙間の差があらわれ、知

能の発達では大都市が最優秀になるが、これはその後の

教育条件や文化条件、親の教育的態度の相違によるもの

であると思われるので、小都市や農村に対しては一層の

努力を要求したい。町村の子どもは素質的に劣るという

ことは考えられないし、否この三才児においてはかえっ

て望ましい成長を示しているだけに問題を強く感ずる。

　以上のような傾向であるので規準設定にあたつては大

都市、小都市、町村の差をあまり考慮する必要がないと

考えられる。われわれの資料では小都市の人数が最も多

かつただけに全体を合計したものがほぼ全国規準に近い

ものと推定してさしつかえなかろう。

　次に男女別についてみるに、総合計では平均点が男

32、29、女34．44で、女児の方がかなり商くなつている。

（t＝17，9P＜．01）領域別では運動、情緒では大差がな

く・操作・社会・自律が特に女児Q方が高い得点を得てい

るo運動と情緒壱まカ、なり特殊な領域であるヵミ差ヵ二なく、

知能や社会的能力において女児がかなり進んでいるとい

わねばならない。しかし規準設定にあたつては男女別に

設定するよりも同じ規準にする方が望ましい。
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第13衷 地　区　別　・男　女　別　　M．　S．工）．　（町　村）
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W規準点の設定
スクリーニソグテストの目的は精神発達の水準をはか

るよりも要精密検診の間題児を選びだすことにある。こ

の問題児をまあまりにも数多くなつたのでを裏スクリーニソ

グテストの意味をなさない015，6パーセソトのものをふ

るいわけ、その中からさらに少数の本当の問題児を検査

するのが望ましい。そのために平均点ではなく、それか

ら一標準偏差分だけ低いところに規準線を引くこととし

た。家た同じ三才児といつても前半と後半とではかなり

相違するので総合点の場合は三才前半と三才後半を別々

に規準線を設定することとしたo即ち三才前半では総合

点が25点以．1；が問題のないもの、24点以下が要精密

検査児とすることとした。後半では27点以下を問題児

と考える。また領域別にもそれぞれ規準点を明らかにす

ることとした。問題がないとみなされる最低点数は第1

4表のようであるo

第14衷 規　　準．　点

領 域　1鵬規準点
運

操

理

社

自

情

　　　　動
　　　　作
　　　　解
　　　　会
　　　　薙

総合点｛1雑

3
2
5
3
6
7

25

28

占

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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V　ま と め

　三才児検診にあたり精神発達や傭緒障害を調ぺるため

のスクリーニソグテストを作製することとした。知能、

社会的能力、情緒の三領域にっいて林脩三、菅野垂道、

篠原清彦の三氏が予備研究を行ない、適当な検査項目を

選びだした。

　これらのものから一っの検査にまとめあげたoこれは

保健所の保鰹婦が容易に使用でき・また母親自身の評価

によつでも記入できる程度のものであり、5分ないしエO

分くらいでできることを目標として作つたQ

　予備検査としては東京の160名にっいて行ない、検査

項目の検討をし、若干の修正をし、またその後運動と操

作に関しては代替問題を作ることとした。

　この検査を母親が評価した場合と教師が評価した場合

には非常に高い一致度がみられた。しかし問題が上位の

難しいものになるほど一致度は減少してくる。

　この検査は三才前半と四才児との間には二標準偏差分

くらいの差があらわれて発達診断検査として充分役に立

つo

　また年長の精薄児グループと正常児との間には大きな

差があらわれ、要精密検査児は正常児群の中では15．6パ

ーセソトであるのに対して精薄児群では72．7パーセソト

となつているQ

　テストを構成している領域間、運動、操作、理解、社

会、自律、情緒の相関は低くてそれぞれ独立性をもつて

いるが総合点との相関はかなり高い。従つてここで調べ

たような各領域から総合的に診断することが必要であ

る。

　本検査は東京290名、小都市675名、町村391名、合

計工，356名について行なつた。その結果都鄙間の差は農

村、小都市、東京という順になり、東京は優秀であると

いう結果は全然あらわれておらず、従来の予測に反し、

また年長児童の知能においてみられる都市の優越性もみ

られない。むしろ東京は三才までの乳幼児の育つ環愛と

しては望ましくないという結果となつた。なお東京都内、

小都市内の各地区および町村内の各地域差はそれほど矢

きくない。

　男女問では女児がかなり優れている。　（総合点の平均

点男23．29、女34．44）

　以上の資料に基づき規準線として総合点で三才前半2

5点、後半28点とした。従って24点ならびに27点

以下のものは精密検査を必要とするものと判定する。

（注）　本研究にあたり津守真氏の協力を得、またこの中に記入されている多くの

　　保健所の協力を得たことを感謝したいoなお本研究は昭和39年度摩生科学研

　　究補助金によるものであるo
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〔附〕　三才児スクリーニングテストの手引

　方　法

　1）本検査は母親、またはそれに代る人に記入しても

らい、保健婦が不備な点をたしかめて補足するQ

　2）本検査をま運動、操f乍、理解、社会、　自御≧、益隆緒の

6領域から構成されている。

　3）運動、操fF、理解、社会、　自律の横j題をま、子｛共カミ

できるものに○印をっけ、情緒の問題は、はい、いいえ

』のどちらか該当する方に○印をっける。

　4）記入が終ったら各領域毎に素点を出し、6領域の

素点を合計して総合点とするo

　素、点の出し方は各領域毎に○印のっいた問題の数を数

え素点とする。侃し運動、操作および理解の㈲までは○印

のっ㌧・た最高匿】題番号を素点とするoたとえ砕潔運動〔3踵こ

○印がっいていれぱたとえ111②に○印がついていなくて

も｛釧21はできるものとみなし・運動の素点は3点となる。

　理解はωから（41までの○印のついた最高間題番号と⑤

～⑨までの○印の数を加え素点とする。たとえば理解③

（51〔71に○印がついていれば理解の素点は5点となるo

　奮腎緒をま㌧・し・えセこつ㌧・た○印の数を素、点とするQ

　5）運動および操作には代替問題が設けてあるoこれ

は本検査問題が都会的傾向をもつているので、階段のな

い地区や絵など描かせたことがない場合は代替問題によ

って採点してよい。素点の出し方は運動および操作の本

検査の場合と同様である0

　6）素、点の最低規準一点は、運動3、懸、操作2点、理解

5、点、社会3点、　自律6’慧、岱1∫緒7点、総合点3才有i∫半

25、犀慧、3才後半28、嵐であるカ、らこれ以」二の、点数なら

問題なしとみてよい。

領 域

運　　　　動

操　　　作
理　　　　解

社　　　　会

自　　　律

情　　　緒

総　合　点

最　低　規　準

3才前半

3才後半

25

28

検査間題（解説）

運　動

　ω階段を這つてのぼる

　3、4段のゆるやかな階段を手をついて這つてのぼれ

ば合格o（階段の傾斜はあまり急でないもの、都会なら駅

の階段、いなかでは神社の石段程度、以下㈲まで同様。）

　〔21手すりや片手に支えられて昇り降りする

　手すりにつかまつて、または片手をひいてやれば階段

を昇り降りできればよい。足は交互に出しても1段ずつ

揃えてもよいo

　（31ひとりで1段毎に両足をそろえ昇り降りする

　手すりなどにっかまらずに、片足を出したらもう一方

の足をその段まではこび、1段毎に両足をそろえて昇り

降りできればよい。

　㈲ひとりで足を交互に出して階段を降りる

　おとなが階段を降りる時のように、手すりなどにっか

まらないで足を交互に出して階段を降りられればよい。

〔運動代替問題〕

　ω階段をはつてのぼる

　運動に｝に同じ。

　121かなりよく走れる

　すぐにころんだりせず、かなりよく走ることができれ

ばよい。

　131いすやおぜんからとびおりる

　いすや机など30～40cmの高さからぴよんととびお

りられれ碍こよいo

　（41片足でとべる

　片足とび（けんけん）ができればよい02、3園では

だめである。

操　作

　111人の顔を描く時・何か描くが形にはならない

　人の顔といつて描くが、まだ形になつていない。

　｛21円い形になつている

　顔のりんかくの円だけかければよいo

　〔31目、　口を描く

　顔に目と口がどんな形でもかければよい。

　㈲眉、毛髪を描く

　顔に眉、毛髪がどんな形でもかければよい。

〔操作代替問題〕

　11｝水あそびでコツプからコツプヘ水をうつすことがで

きる

　；kあそびで水の入つているコツプから他のコツプヘ水

をうつしかえることができれぱよいo
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　121砂や泥でお団子を作つてあそべる

　砂や泥でお団子が作れればよい。

　〔31糊を使つて紙をはりつけることができる

　まとまつた一つのものを作りあげなくても、糊を使つ

て紙をはり合わすことができればよい。

　㈲人の顔を描く時、眉、毛髪を描く

　操作（4）に同じ。

理　解

　（1｝数をとばさないで3っまで言える

　実物を数えるのではなく、口だけでとばさずに3っま

で唱えられればよい。

　③数をとばさないで5つまで雷える

　（勾と同様ηこ5つまでロ昌えられれぱよいo

　③数をとばさないで10まで言える

　1コと同様に10まで鳴えられればよい。

　㈲数をとばさないで13まで言える

　11｝と同様きこ13まで唱えられれをまよ㌧・g

　㈲二語文（ワソワン、キタなどの表現）以上をいう

　二語文以上がいえればよい。

　16，赤、青の名がわかり正しい色をさす

　赤、青の色を区別して「アカ」「アオ」といえればよ

い。また自分では言えなくても赤、青の色が区別できれ

ばよいo膏は水色、空色でもよいo

　（71名前をきかれて名前だけは雷える

　人に名前をきかれて自分の名前だけ言えればよい。

　⑧名前をきかれて姓名が言える

　人に名前をきかれて姓名が言えればよい。切⑧とも発

音が不正でもよい。

　⑨僕、私などを使つて話す

　ボク、ワタシなどの代名詞を会話にいれて話せばよい

社会
　ω友だちと手がっなげるようになる

　友だちと手がっなげれぱよい。こちらから積極的に手

をつなげば勿論よいが、相手の子どもから手をっながさ

れてそれに応じていてもよい。

　121友だちの名前が言える

　友だちの名前が旨えればよい。たとえば「誰とあそん

だの」ときいてその友だちの名前が言えればよい。名前

はヨツチヤソ、ター坊の愛称でもよいo

　③友だちとけんかすると言いっけにくる

　友だちとけんかしてぶつたとかぶたれたとか母に言い

っけにくればよいoただ泣いて母のところにくるだけで

はだめであるo

　㈲電話ごっこで二人で交互に会話がでぎる

　子ども岡志で単に「モシモシ」「ハイ」だけでなく、

交互に割に筋の通った応答ができればよい。電話をみた

ことがなく、従つて電話ごっこをしたことがない場合

は、友だち同志で単なる「コレチヨーダイ」などの要求

でなく、筋の通つた会話ができればよ㌧♪。

　⑤人の前で歌を歌ったりおゆうぎができる

　親せきの人や幼稚園などに行つている子なら皆の前で

歌ったりおゆうぎカミできれをまよい。

自　律

　ω靴をひとりでぬぐ

　長靴やボタソ、ひものない靴がひとりでぬげればよいo

　〔21上衣をひとりでぬぐ

　前の開いたものなら一人でぬげれぱよい。

　131上衣をひとりで着る

　簡単な上衣がひとりで着られればよい。かぶるのはで

きなくてもよいo

　㈲簡単なひも結びがほどける

　ちよ5結び、こま結びなどがほどければよいoひつぱ

つていたら偶然ほどけたというのではだめである。

　㈲大便をまちがいなく教える

　大便が出る前に失敗なく教えられればよい。

　⑥おしっこの前に教える

　おしつこが出る前に教えればよいQ（5）‘6）とも完全に自

律していて、一々親に予告せずに一人で用が足せる場合

は勿論○印をっけてよいQ

　l71夜はおむつを使わなくてすむよう になつた

　夜のおむつが必要なくなれぱよい。

　（81パソツをとつてひとりで用をたす

　おしつこを予告するだけでなく、自分．でバソツをとつ

て馬が足せればよい。後始末はできなくてもよい。また

沢山瀞ている時は上のズボソをとってやればできるとい

うのでもよいo

　⑨ひとりで手を洗う

　命ずれば自分で手を洗うことができればよい。

　⑬ひとりで顔を洗5

　自分で顔が洗えれぱよいo石けんは使えなくてもよいo

情　緒

　（11～⑩の質間に該当すれば「はい」に○印をっける。

○注意
　　1）理解（51は二語文以上言えれば勿論○印である
　が、現在二語文しかいえない場合にのみ○印をつけ
　るものと感途いする人がいるので、この問題に○印
　がついていない場合は一応たしかめてみること5
　　2）理解〔8）ができるものは〔のもできるとみなし○

　印をつけてよいQ
　　3）自往171は現在夜のおむっを使つていなければ
　勿論○印であるが、質問の意味をとり違える人があ
　るので、この問題にO印がっいていない場合は一応　
たしかめてみること0

　　4）情緒（2｝で間食もほしがらずごはんも食べない1

場合は「はい」に○印、反対に間食もごはんもよく
食べる場合は「いいえ」に○印をっける。
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検 査 問 題

下記の各問題で、お子さんがあてはまるものの□の中にO印をつけて下さい。

惰緒の間題は「はい」「いいえ」のどちらかに○印をつけて下さい。

　　〆〔コロ階段をはつてのぼる
運1〔2旧手すりや牌に支えられて昇り降りする

動／　　　〔31□ひとりで一段ごとに両足をそろえ昇り降りする

　　　㈲□ひとりで足を交互に出して階段を降りる

獣1縢膿瀦る
勲目濃嶽からと聯
操／　　　人の顔を描く時

　　　①□何か描くが形にはならない

作／　　　〔21□円い形になっている

　　　13｝□目、口を描く

　　　｛41□眉、毛髪を描く

雛／：齢謀簾織訟竃を　と　る

翫唱糠嘉瀧犠燕轡
　　　ω□数をとぱさないで3つまで言える

　　　③□数をとばさないで5っまで爵える

　　　③□数をとばさないで10まで言える

　　　㈲□数をとばさないで13まで言える

　　　　⑤口二語文（ワソワソ・キタなどの表現）以上をいう
　　116旧赤勧名がわヵ、り正しい色をさす

　　　　171□名前をきかれて名前だけは言える

　　　　⑧□名前をきかれて姓名が雷える

　　　　⑨口僕、私などを使って話す

社／　　　　ω□友だちと手がつなげるようになる

　　　　②口友だちの名前が言える

会／　　　　③□友だちとけんかをすると雪いつけにくる

　　　　㈲口電話ごっこで二人で交互に会話ができる

　　　　㈲□人の前で歌を歌ったり、おゆうぎができる

自t　　着　　衣

　　（1｝口靴をひとりでぬぐ

　　③［コ上衣をひとりでぬぐ

　　（3）口上衣をひとりで着る

　　㈲口簡単なひも結びがほどける

律

排　　泄

（51口大便をまちがえなく教える

⑤□おしつこの前に教える

17｝口夜はおむつを使わなくてすむようになつた

⑧ロパソツをとつてひとりで用をたす
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し
　清　　潔

　⑨□ひとりで手を洗5

　㈹□ひとりで顔を洗う

　ω　　人に何か冒われるとすぐ家の人にくっっいたり、たよろうとしますか

｛21

③

㈲
151

16｝

171

⑧

⑨

ゆ

闘食をほしがり、ごはんを余り食べないですか

たべものに好き娠いが多くて困りますか

弱虫ですか

どもりますか

犬などをこわがりますか

衣服などをヵ・じるくせ力監ありますカ・

性器いじりのくせがありますか

夜泣きのくせがありますか

夜尿のくせがありますか

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

い

㌧・

い

い

い

い

い

㌧・

㌧・

㌧・

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

一工75一


